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№ 具体的な取組内容 参考（グラフ・写真・ホームページ等）
担
当

具体的
事業

　　令和6年度（2024年度）の取組結果（成果）

　　令和7年度（2025年度）の取組目標

◆取組の方向性◆　⑷　子どもの興味や関心に応じた活動を支援して物事を探究する姿勢を養う

⑳子どもの読書を支える人への支援

49

達成度 A

達成度 A

達成度 A

51

達成度 A

㉑子どもの読書推進に向けた関係団体との連携

52

達成度 A

達成度 A

達成度 A

54

達成度 A

学
校
教
育
部

■司書教
諭に対す
る研修の
充実

札幌市では、子どもの読書
活動や学習活動を支えるた
め、司書教諭や学校司書、
開放司書、開放ボランティ
ア、幼稚園教諭、保育士等
への研修の実施など、人材
育成や職員の資質向上を支
援し、読み聞かせ等の実践
的能力の向上や、学校図書
館運営の充実にもつなげて
いきます。

【令和6年度(2024年度)取組結果】
○学校における司書教諭の役割や学校図書館運営に関し、令和６年度（2024年度）新たに発令された司書教諭
及び学校司書を対象として、「令和６年度札幌市司書教諭等研修」を６月に実施した。研修では、講師による
図書館づくりについての講話及びワークショップ、施設見学を行うとともに、動画による研修にて学校図書館
の運営・活用等に関する内容を学ぶことで、司書教諭等が適切に図書館運営ができるように実施した。
○他校の司書教諭や学校司書との実践交流を通して、自校の図書館運営に活用できる工夫について共有するこ
とができた。

【令和7年度(2025年度)取組目標】
○令和７年度（2025年度）新たに発令された司書教諭及び学校司書を対象として、「令和７年度札幌市司書教
諭等研修」を５月と６月に実施予定。昨年度の動画による研修を廃止し、参集による研修を５月に位置付け
る。年度初めに対面で行うことにより、対象者の運営に関わる疑問等の解決を即時に図り、より適切な学校図
書館運営ができるようにする。

50
-
➀

子
ど
も
未
来
局
子
育
て
支
援
部

■幼稚園
教諭や保
育士等に
対する研
修の充実

絵本の意義や選び方、読み
聞かせなどについて、幼稚
園教諭や保育士等に対する
研修を行い、能力の向上を
図ります。

【令和6年度(2024年度)取組結果】
〇令和6年度は絵本をテーマにした職員研修はなし。
〇各施設において、絵本や読み聞かせについての資質向上の機会を図った。

【令和7年度(2025年度)取組目標】
〇令和7年度（2025年度）の保育施設向け研修会の中で絵本をテーマにした職員研修の予定はないが、各施設に
おいて、絵本や読み聞かせについての資質向上の機会を充実させていく。
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-
②

学
校
教
育
部

■幼稚園
教諭や保
育士等に
対する研
修の充実

絵本の意義や選び方、読み
聞かせなどについて、幼稚
園教諭や保育士等に対する
研修を行い、能力の向上を
図ります。

【令和6年度(2024年度)取組結果】
○教育時間と預かり保育の時間に活用している絵本について、幼児がじっくりと本に触れたり、手に取ったり
できるように、絵本を配置する環境を整えた。そこから遊びの豊かさや遊びこむ姿につながったことについ
て、保育者はどのように幼児と関わったか、幼児にはどのような育ちがあったかなどをお便りにまとめ、保護
者のほか、小学校や幼児教育施設に発信した。

【令和7年度(2025年度)取組目標】
〇令和７年度（2025年度）は、札幌市幼児教育センター研修において絵本をテーマにした研修講座の設置は予
定していないが、「訪問研修」など保育実践を発信する場において、絵本の意義や選び方、子どもが絵本に親
しむための環境構成や読み聞かせの方法など、絵本の活用に関する研究実践園の実践を発信する。

地
域
支
援
係

■学校司
書や学校
開放図書
館ボラン
ティアに
対する研
修の充実

学校司書（中学校）、学校
図書館ボランティア（小学
校）に向けた研修を行い、
学校図書館の充実を図りま
す。

【令和6年度(2024年度)取組結果】
○中央図書館職員を対象とした児童サービス研修、スキルアップ研修（２回）について、学校司書にも参加案
内をしたうえ、対象者向けに期間限定で動画配信も行った。
○関係部署と連携し、学校図書館活動の充実をテーマとした学校司書向け研修を共同開催したほか、学校司書
及び開放図書館ボランティア向け研修に講師を派遣した。

【令和7年度(2025年度)取組目標】
○各種研修については、引き続き、受講者アンケート等を通じて、参加者のニーズを継続的に把握し、テーマ
設定や内容の充実を図っていく。また、関係部署との連携を強化し、共同開催することで、より多くの参加者
に質の高い研修機会を提供する。

学
校
教
育
部

■学校と
研究機関
等との連
携

民間教育研究団体をはじ
め、小中学校の教諭や民間
企業インストラクター等を
講師として、学校における
司書教諭の役割や学校図書
館の運営・活用に関する実
践的な研修を実施するとと
もに、札幌市における取組
の実際について研修し、実
践的能力の向上を図りま
す。

【令和6年度(2024年度)取組結果】
○民間企業インストラクターを講師として、司書教諭及び学校司書向けの新たな学校図書管理用ソフトウェア
（LibMax）の導入時研修を実施した。各校１～４名参加し、基本的な操作方法について学び、ソフトウェア導
入とデータ移行等実践的能力の向上を図ることができた。

【令和7年度(2025年度)取組目標】
○司書教諭等研修第１日目において、小学校教諭、中学校教諭、管理職を講師として、学校における司書教諭
の役割や学校図書館の運営業務、教職員の連携に関する実践的な研修を実施する。
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地
域
支
援
係

■図書館
と研究機
関・他の
図書館と
の連携

幅広い分野で子どもの読書
活動を進めるため、研究機
関や児童書専門の図書館な
どと協力して事業を実施す
るなど、連携を推進してい
きます。

【令和6年度(2024年度)取組結果】
○札幌市周辺地域にある教育施設が加入しているCISEネットワークが作製した「調べる学習支援トランクキッ
ト」の貸出を市立中学校に対して41回行った。
○各分野の専門家や研究者を招いて講演を行う「サイエンス・フォーラムinさっぽろ」について、「ヒグマ」
（73名参加）や「恐竜」（96名参加）をテーマに2回実施した。

【令和7年度(2025年度)取組目標】
○「調べる学習支援トランクキット」の貸出は人気のある取組のため継続する。
○科学について各分野の専門家や研究者にお話を伺う講演会「サイエンス・フォーラムinさっぽろ」を継続し
て実施する。
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え
ほ
ん
図
書
館

■図書館
と研究機
関・他の
図書館と
の連携

幅広い分野で子どもの読書
活動を進めるため、研究機
関や児童書専門の図書館な
どと協力して事業を実施す
るなど、連携を推進してい
きます。

【令和6年度(2024年度)取組結果】
○ふきのとう文庫制作の布絵本を所蔵し、同文庫の刊行物「ふきのとう文庫だより」を配架して活動を紹介し
た。布絵本は令和4年度より館内閲覧を再開している。同文庫とは布絵本の取扱の相談を含め必要に応じ情報交
換を行うこととしている。
○絵本専門図書館であるという特徴から、他の自治体や図書館及び関係者による視察等を受け入れる機会が多
く、情報交換を行っている。（計10回）

【令和7年度(2025年度)取組目標】
○ふきのとう文庫との情報交換及び同文庫の情報発信を継続していく。また、他の図書館等による視察等を受
け入れ、情報交換を行っていく。

え
ほ
ん
図
書
館

■図書館
とボラン
ティア団
体との連
携

えほん図書館において、登
録ボランティア団体の活動
の場を提供するとともに、
個人ボランティア「えほん
図書館サポーター」と返本
等のフロア活動や絵本修理
等で連携して図書館運営を
推進します。

【令和6年度(2024年度)取組結果】
○登録ボランティア団体9団体がおはなし会等の行事を計53回実施し、参加者は合計1,963人となった。
○個人ボランティア「えほん図書館サポーター」が絵本修理の活動を実施した。

【令和7年度(2025年度)取組目標】
○引き続きボランティア団体による行事の場を提供し、えほん図書館サポーターによる絵本修理等の活動をサ
ポートする。

連携事業の写真の提供お願
いします。
別添→

ボランティア活動の写真
等があれば提供お願いし
ます。
別添→


